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枝肉格付の現場で活用するためには、まだま

だ改善すべき点はあるものの、将来の機械に

よる格付けの補助ツールとなることが期待さ

れている。

　以上のように、牛枝肉横断面の客観的評価

法の技術レベルは格段に進歩し、実用化フェ

ーズに移行する段階となった。今後は、「ジ

ューシーさ」や「やわらかさ」といった官能

評価値を非破壊的に計測する方法などの研究

により、よりおいしい牛肉を届けられる日が

来ることが期待されている。

　（この原稿は「産学官連携ジャーナル」

2017年８月号に掲載されました）

　最近の研究で和牛枝肉市場での取引価格と

連動性がみられる画像解析データを基準にし

た「和牛総合指数」という新たな指標を考案

しました。和牛総合指数は、枝肉の平均単価

を、歩留基準値、霜降りの面積割合やその形

状といった取引価格と連動する３つのデータ

で総合的に補正して、枝肉重量を乗じたもの

です。

　和牛総合指数によって優れた種雄牛や繁殖

雌牛が分かり、良い牛を生み、高品質の牛肉

を生産するために、どのような血統や雌雄の

組み合わせが有効なのかを判断できます。

　この情報を地域で共有して育成に生かせば、

ブランド化や優良肉牛の産地形成が可能にな

ります。これまでの肉牛の改良といえば、枝

肉の重量や霜降りの状態など単独の能力デー

タを尺度にしましたが、和牛総合指数を利用

することでよりバランスの良い改良が可能と

なります。
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